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米国金融政策（2025年1月FOMC）
政策金利の据え置きを決定

1/1

2025年1月30日

追加利下げを急がず、当面は様子見スタンスに

FRB（米国連邦準備制度理事会）は1月28日～29日（現地）にFOMC（米国連邦公開市場委員会）を開

催し、政策金利であるFF（フェデラル・ファンド）金利の誘導目標レンジを4.25～4.50％で据え置くこ

とを決定しました。また、保有証券の縮小ペースは国債で月額250億米ドル、住宅ローン担保証券で月額

350億米ドルとの方針も維持しました。

声明文に目立った変化はなく、「追加的な調整の程度と時期を検討する上で」、委員会はデータやリス

ク・バランスを慎重に精査していく旨が引き続き示されています。パウエルFRB議長は「政策調整を急ぐ

必要はない」とし、トランプ政権の主要政策について「明瞭になるのを待つ必要がある」と指摘するなど、

当面の様子見姿勢を示唆しました。また、追加利下げを検討するに際して、「インフレ抑制の進捗を示唆

する一連の結果が欲しい」と述べました。

想定通りの結果だったことから、FOMC直後の金融市場の反応は総じて限定的でした。FF金利先物によ

れば、次回の利下げは6月の可能性が高く、年内2回弱の利下げが織り込まれています。足元ではトランプ

政権の関税政策を巡る報道が相次いでいるほか、個人所得税減税の延長を巡る議論も共和党内で行われつ

つある模様です。追加利下げの是非ならびに時期については、データもさることながら、各種政策が経済

見通しに及ぼす影響を精査していくことになるでしょう。

FF金利の実績と見通しFF金利と米国債利回り

（出所）ブルームバーグ

※FF金利は決定日ベースで誘導目標レンジの中心値

（2022年1月初～2025年1月29日）（％） （％）

※FF金利は決定日ベースで誘導目標レンジの中心値

SOFRは担保付翌日物調達金利の略（出所）FRB、ブルームバーグ
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FF金利

FF金利先物：1月29日

FOMC参加者のFF金利見通し：12月時点

（FF金利：2022年1月初～2025年1月29日）
（FF金利先物：2025年2月～2026年12月）

（FOMC参加者のFF金利見通し：2025～26年末）

0

1

2

3

4

5

6

'22 '23 '24 '25

2年債 5年債

10年債 30年債

FF金利


	スライド 1

